















た拙稿 Understanding Institutional Diversity で提示した制度分析と開発 Institutional 



























































日時：２００６年１１月９日（木）15:30-17:00   
場所：地球研セミナー室１＆２   
タイトル：「早期警戒システム(Early Warning System: EWS)への国際社会の取り組み～
国際機関とエチオピアの動向を中心に～」 




















日時：２００６年２月２２日（木）15:30-17:00   























京都大学大学院ｱｼﾞｱ･ｱﾌﾘｶ地域研究研究科ｱﾌﾘｶ地域研究専攻 博士課程 淡路 和江 
[要旨] ザンビアの南部に位置するグェンベ渓谷は、国内でも最も降水量の少ない地域
のひとつであり、たびたび大規模な干ばつの被害を受ける地域として知られている。
このように厳しい自然環境のなかで、地域住民は比較的耐乾性の高いソルガムを基幹 
作物として、その特徴を生かした農耕を営んでいる。今回の発表では、グェンベ渓谷
で行われているソルガム栽培に注目し、不安定な気候条件下でのソルガムの栽培管理
の特徴を作付体系と品種の特性から明らかにする。 
